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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 19日 (2005.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 炭 化 珪 素 粉 末 と バ イ ン ダ ー と 分 散 媒 液 と を 含 み 、 多 数 の 貫 通 孔 が 隔 壁 を 隔 て て 長 手 方 向
に 並 設 さ れ た 柱 状 の 炭 化 珪 素 成 形 体 を 脱 脂 し た 後 、 焼 成 用 治 具 上 に 載 置 し て 焼 成 す る 前 記
炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 で あ っ て 、
前 記 焼 成 用 治 具 と 前 記 炭 化 珪 素 成 形 体 と の 間 に 空 間 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 炭 化 珪 素 成
形 体 の 焼 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 焼 成 用 治 具 と 炭 化 珪 素 成 形 体 と の 間 に 下 駄 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 空 間 を 設 け る 請 求 項
１ 記 載 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　
【 請 求 項 ４ 】
　 下 駄 材 と し て 、 セ ラ ミ ッ ク 部 材 を 用 い る 請 求 項 ２ 記 載 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼
成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 は 、 カ ー ボ ン 又 は 炭 化 珪 素 か ら な る 請 求 項 記 載 の 炭 化
珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 は 、 嵩 密 度 が ０ ． ３ ｇ ／ ｃ ｍ 3  以 下 で あ る 請 求 項 記 載
の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 。

、 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 、 及 び 、 セ ラ
ミ ッ ク フ ィ ル タ の 製 造 方 法

前 記 下 駄 材 の 厚 さ が 、 １ ～ １ ０ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 。

前 記 又 は ３

前 記 下 駄 材 ２ ～ ４ の い ず れ か １ に

前 記 下 駄 材 ２ ～ ５ の い ず れ か １ に



【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 多 数 の 貫 通 孔 が 長 手 方 向 に 並 設 さ れ た 柱 状 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法

に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 欠 け や ピ ン ホ ー ル が な く 、 充
分 に 高 い 曲 げ 強 度 を 有 す る 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 を 得 る こ と が で き る 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成
方 法 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る も の で あ る 。
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前 記 下 駄 材 は 、 熱 伝 導 率 が ０ ． ４ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ 以 下 で あ る 請 求 項 ２ ～ ６ の い ず れ か １ に 記
載 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 。

炭 化 珪 素 粉 末 と バ イ ン ダ ー と 分 散 媒 液 と を 含 み 、 多 数 の 貫 通 孔 が 隔 壁 を 隔 て て 長 手 方 向
に 並 設 さ れ た 柱 状 の 炭 化 珪 素 成 形 体 を 脱 脂 し た 後 、 焼 成 用 治 具 上 に 載 置 し て 焼 成 す る 多 孔
質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 焼 成 用 治 具 と 前 記 炭 化 珪 素 成 形 体 と の 間 に 空 間 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 多 孔 質 炭 化
珪 素 部 材 の 製 造 方 法 。

　 焼 成 用 治 具 と 炭 化 珪 素 成 形 体 と の 間 に 下 駄 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 空 間 を 設 け る 請 求 項
８ 記 載 の 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 。

前 記 下 駄 材 の 厚 さ が 、 １ ～ １ ０ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 ９ 記 載 の 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方
法 。

前 記 下 駄 材 と し て 、 セ ラ ミ ッ ク 部 材 を 用 い る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ 記 載 の 多 孔 質 炭 化 珪 素 部
材 の 製 造 方 法 。

前 記 下 駄 材 は 、 カ ー ボ ン 又 は 炭 化 珪 素 か ら な る 請 求 項 ９ ～ １ １ の い ず れ か １ に 記 載 の 多
孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 。

前 記 下 駄 材 は 、 嵩 密 度 が ０ ． ３ ｇ ／ ｃ ｍ 3  以 下 で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ２ の い ず れ か １ に 記
載 の 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 。

前 記 下 駄 材 は 、 熱 伝 導 率 が ０ ． ４ Ｗ ／ ｍ ・ ｋ 以 下 で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ３ の い ず れ か １ に
記 載 の 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 。

請 求 項 ８ ～ １ ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 製 造 方 法 で 製 造 し た 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 を 複 数 個
結 束 さ せ る こ と を 特 徴 と す る セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。

、 多 孔
質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 及 び セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ の 製 造 方 法

、 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 及 び セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ の 製 造 方 法



【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 は 、 炭 化 珪 素 粉 末 と バ イ ン ダ ー と 分 散 媒 液 と を 含 み 、
多 数 の 貫 通 孔 が 隔 壁 を 隔 て て 長 手 方 向 に 並 設 さ れ た 柱 状 の 炭 化 珪 素 成 形 体 を 脱 脂 し た 後 、
焼 成 用 治 具 上 に 載 置 し て 焼 成 す る 方 法 で あ っ て 、 上 記 焼 成 用 治 具 と 上 記 炭 化 珪 素 成 形 体 と
の 間 に 空 間 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法

に つ い て 、 必 要 に よ り 、 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 本 発 明 で は
、 初 め に 、 炭 化 珪 素 粉 末 と バ イ ン ダ ー と 分 散 媒 液 と を 含 み 、 多 数 の 貫 通 孔 が 隔 壁 を 隔 て て
長 手 方 向 に 並 設 さ れ た 柱 状 の 炭 化 珪 素 成 形 体 を 作 製 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 特 に 、 焼 成 用 治 具 と 炭 化 珪 素 成 形 体 と の 間 に 挿 入 す る 下 駄 材 と し て 嵩 密 度 が ０ ． ３
ｇ ／ ｃ ｍ 3  以 下 の カ ー ボ ン フ ェ ル ト を 用 い る こ と に よ り 、 欠 け や ピ ン ホ ー ル が な く 、 曲 げ
強 度 の 高 い 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 を 好 適 に 製 造 す る こ と が で き る 。
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ま た 、 本 発 明 の 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 は 、 炭 化 珪 素 粉 末 と バ イ ン ダ ー と 分 散 媒 液
と を 含 み 、 多 数 の 貫 通 孔 が 隔 壁 を 隔 て て 長 手 方 向 に 並 設 さ れ た 柱 状 の 炭 化 珪 素 成 形 体 を 脱
脂 し た 後 、 焼 成 用 治 具 上 に 載 置 し て 焼 成 す る 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 焼 成 用 治 具 と 前 記 炭 化 珪 素 成 形 体 と の 間 に 空 間 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル タ の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方
法 で 製 造 し た 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 を 複 数 個 結 束 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。

、 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 及 び セ ラ ミ ッ
ク フ ィ ル タ の 製 造 方 法

ま た 、 本 発 明 の 炭 化 珪 素 成 形 体 の 焼 成 方 法 を 用 い る 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 の 製 造 方 法 も 本 発
明 の 一 つ で あ る 。
さ ら に 、 本 発 明 の 製 造 方 法 で 製 造 し た 多 孔 質 炭 化 珪 素 部 材 を 複 数 個 結 束 さ せ る セ ラ ミ ッ ク
フ ィ ル タ の 製 造 方 法 も ま た 本 発 明 の 一 つ で あ る 。
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